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No. H18⑥-8 タイトル
有明海に出現した植物プランクトンの種組成と季節変化

(2003-2004) 

著者 
崎桂介,水島康一郎(長崎大学 大学院生産科学研究科),岩滝光儀(長崎県産業振興財団),松

岡数充(長崎大学 水産学部) 

キーワード 赤潮、渦鞭毛藻類、珪藻、植物プランクトン 

出典 長崎大学水産学部研究報告 NO.86;PAGE.1-10 発行年 2005 

＜目的＞ 

 有明海に出現する植物プランクトンの種組成を一年を

通して把握するとともに、季節変化の推察を行った

(Fig.1)。 

＜結果＞ 

・四季の調査において出現した植物プランクトンは総計

79属 172種で、このうち珪藻が 108種で卓越し、続いて

渦鞭毛藻が 57種であった(Table1)。 

・既存報告と比較すると、本調査によって有明海での初

報告となる種を 60種以上確認することができた。 

・出現種の多くは湾口部から湾奥部までさまざまな時期

に出現したが、一部の種は特に春～夏季に湾口部付近の

みで認められた。これらの種は外海系であり、有明海の

植物プランクトン相は春～夏季に外海の影響を受けていることが分かる。 
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No. H18⑥-9 タイトル
現在と過去の無(貧)酸素環境-比較研究の必要性-有明海・諌

早湾における貧酸素水塊の出現状況(2003-2004 年) 

著者 
松岡数充(長崎大学 環東シナ海海洋環境資源研究センター),水島康一郎(長崎大学 大学

院生産科学研究科),広瀬雄太(長崎大学 水産学部) 

キーワード 貧酸素水塊、改良型 TFO 式採泥器 

出典 月刊海洋 VOL.37 NO.11;PAGE.827-832 発行年 2005 

＜目的＞ 

 改良型 TFO式採泥器を用いて海水と堆積物を攪拌すること

なく採取する方法で、海水と堆積物境界部の溶存酸素濃度を

測定することを試みた。 

＜結果＞ 

・海水と堆積物境界部の溶存酸素濃度は B-1mのそれより低

い（図 1）。特に水塊が成層化していない秋季や冬季におい

ても湾中央部の海域では海水と堆積物境界部で海水よりも低

い溶存酸素値が測定されている（図 3）。また、2004年の調

査結果によると大潮や小潮などの時期に関連することなく、

海水と堆積物境界部で B-1m層よりも溶存酸素濃度が低い

（図 4）。従って、この海域での海水と堆積物境界部では低水温期でも、また底層流がある時でも酸

素消費が進行していると推察される。その要因の一つとして、この海域に有機物を多量に含んだ細

粒のシルトが広く分布している（秋元他、2004）ことがあげられる。 

・2003年、2004年とも貧酸素水塊は 7月から 9月上旬にかけて出現している。この状況は既存の調

査結果とも一致し、海洋構造の成層化、すなわち水温成層や塩分成層によって海水混合が弱くなる

ことによって貧酸素水塊が形成されると考えられる。 
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No. H18⑥-10 タイトル 有明海奥部における貧酸素水塊の動態に関する現地観測 

著者 深山顕寛,磯部雅彦,鯉淵幸生(東京大学 大学院新領域創成科学研究科) 

キーワード 貧酸素水塊、密度成層 

出典 海岸工学論文集 VOL.52 NO.2;PAGE.951-955 発行年 2005 

＜目的＞ 

 有明海における貧酸素水塊の形成および消滅過程を明らかに

するため、多項目の水質観測結果および流動の長期連続観測結

果を統合的に解析し、貧酸素水塊発生や消滅のプロセスを気

象・流動・水質との関係から検討した(図-1)。 

＜結果＞ 

・貧酸素化に深く関係する密度成層に対する水温及び塩分の寄

与率を算定した結果、塩分の寄与分は 50～70%であり、塩分差

の大きいことが分かった(図-6) 

・筑後川の河川流量と諫早湾内の塩分の時系列をみると、河川

流量が 600㎥/s程度で約 2日後、1200㎥/s程度で約 1日後に湾口

や湾央で塩分が低下し、低塩分状態は数日継続する。継続的な

塩分成層の形成に対しては筑後川のほうが排水門の排水より大

きな影響を与えている(図-7)。 
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・貧酸素水塊の消滅の過程について、

底層 DO、風速ベクトル、密度等の時

系列をみると、南の弱風の変動により

内部静振が起こって水塊が振動し、強

風になって連吹すると流速の鉛直速度

勾配が短期間に下降し、鉛直混合が起

こることが明らかとなった。この際、

混合が完了すると、密度差がなくなり

不安定な状態で混合状態を維持し、底

層 DOが高濃度に保たれることが明ら

かとなった(図-9)。 
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No. H18⑥-11 タイトル
有明海におけるノリと浮遊珪藻の栄養塩競合におよぼす環境

諸因子の影響評価 

著者 川口修,山本民次,松田治,橋本俊也(広島大学 大学院生物圏科学研究科) 

キーワード ノリ、珪藻、栄養塩競合 

出典 海の研究 VOL.14 NO.3;PAGE.411-427 発行年 2005 

＜目的＞ 

 有明海におけるノリ不作のメカニズムを解明す

るために、物理的・生物的過程を考慮したノリと

優占的浮遊性珪藻 Skeletonema costatumの栄養塩競合

モデルを構築し、ノリと珪藻の栄養塩競合におよ

ぼす環境諸因子の影響を研究した(Fig.1, Fig.2)。 

＜結果＞ 

・損失率、水温、塩分、河川負荷量、海水交換率

をそれぞれ変化させ、ノリ、珪藻、DINの経時変化

をみると、珪藻の損失率の低下が珪藻の増殖を促

進させる最大の要因であることが明らかとなった

(Fig.4)。 

・また、珪藻の損失率の低下が背景にあることに

よって、水温、塩分、河川負荷量などの因子のわ

ずかな変化にも珪藻の増殖が支配され、ノリへの

影響が大きくなることが理解された。 

・近年、有明海では二枚貝現存量や浮泥再懸濁量

の減少が観察されており、これらが珪藻細胞の損

失率低下の主な原因と推察された。 
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No. H18⑥-12 タイトル 有明海湾奥部での貧酸素水塊形成要因についての一考察 

著者 大島巌(（財）港湾空間高度化環境研究センター) 

キーワード 貧酸素水塊、DO 消費速度、サルボウガイ 

出典 海の研究 VOL.14 NO.3;PAGE.459-462 発行年 2005 

＜目的＞ 

 貧酸素水塊形成の主要因の一つと考えられる底泥 DO

消費速度実験を行うとともに、佐賀県沿岸域の泥質に生

息する二枚貝のサルボウガイの呼吸による DO消費量に

ついても研究した。 

＜結果＞ 

・得られた DO消費速度（Fig.2.、Table1.）は、コアー内

のマクロベントス量が特に多い Sta.A-2を除くコアーで

は 0.8～1.3gm-2d-1の速度であり、泥質性二枚貝のサルボ

ウガイを含む Sta.A-2では 2.2gm-2d-1のという高い速度と

なり、これはサルボウガイを含まない場合の約 2.5倍と

高い速度であった。 

・サルボウガイの漁場面積（佐賀県）46.6k㎡とサルボ

ウガイの平均湿重 2.3kgm-2（サルボウ漁場内の Sta.A-1と

Sta.A-2の平均値）から、漁場内のサルボウガイの全現存量を 10.8万トンとすると、同海域でのサル

ボウガイの呼吸による 1日あたりの DO消費量は 205トン（ｔｄ-1）となる。 

・佐賀県西部海域全体の底泥系の中で、底泥による DO消費量とサルボウガイの呼吸による DO消費

量が同程度の試算結果となっていることから、サルボウガイの呼吸が同海域の貧酸素水塊の形成に

何らか寄与している可能性も考えられる。しかし、サルボウガイ自身が、貧酸素の要因となる海水

中の懸濁態有機物を摂取して分解している機能を有していることや、サルボウガイの存在するエリ

アは沿岸域で水深が浅いことから、そのようなエリアでは大気からの酸素の溶け込み作用も大きい

ことを考えると、今後は底泥系を組み込んだ生態系モデルなどの構築を通じた総合的な検討が重要

と思われる。 
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No. H18⑦-2 タイトル 有明海再生方策について-アサリ資源回復方策- 

著者 堤裕昭（熊本県立大学環境共生学部） 

キーワード アサリ、漁獲量、砂利採取、マンガン、覆砂 

出典 
第 14 回沿環連ジョイントシンポジウム 有明海再生をめざして 要旨

集 PAGE.53-57 
発行年 2005 

＜目的＞ 

 熊本県有明海における 1980年代以降のアサリ漁獲量が激減した原因について、覆砂による漁獲量

の回復や干潟基質中のマンガン濃度とアサリ生息量との関係などから検討した。 

＜結果＞ 

・緑川河口干潟において覆砂によりアサリをはじめ底生生物の生息が回復したこと（ Fig2）は、干潟

の基質中に底生生物の生息に影響を与える物質が含まれていることを示唆している。 

・干潟の基質のマンガン濃度とアサリの生息量には負の幾何級数的な関係が認められる（ Fig4）。マ

ンガンは基質中では二酸化マンガンとして堆積するが、温暖な季節にはバクテリアの作用で還元さ

れ、マンガンイオンを発生する。 

・マンガンイオンはエラへの沈着、血色素との結合により呼吸や摂餌活動に支障を与えることから、

マンガン濃度が 1,000μg/gを超える緑川や荒尾の干潟の基質では間隙水のマンガンイオンが底生生

物、特に幼弱個体に生理的障害を与えている可能性が高い。 

・ジオスライサーにより荒尾干潟の堆積状況を調査した結果、 1960年代以降、新たな砂の堆積が停

止していることが示された。 

・ 1970年代またはそれ以前からの河川における大量の砂利採取による干潟堆砂量の激減が新たな堆

積による基質中のマンガン濃度の希釈効果の低下（マンガン濃度の上昇）をもたらし、アサリをは

じめとする底生生物群集全体に生理的な悪影響を及ぼしたと考えられる。 

・緑川河口干潟及び荒尾市前浜干潟におけるアサリ漁業の復活は、稚貝の供給地の確保という点か

らも重要である。これら干潟のアサリ資源回復のためには、定期的にマンガン濃度の少ない自然砂

を覆砂する必要があるが、自然砂の確保が困難となっている。 
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No. H18⑦-3 タイトル
「有明海の環境変化が漁業資源に及ぼす影響に関する総合研

究」の成果から 

著者 中田英昭（長崎大学水産学部） 

キーワード 
物理環境、海底堆積環境、プランクトン生産、底棲生物生産、海藻類植生、ノリ生産、漁業資源生

物生産、魚類内分泌生理 

出典 
第 14 回沿環連ジョイントシンポジウム 有明海再生をめざして 要旨

集 PAGE.19-26 
発行年 2005 

＜目的＞ 

 有明海における近年の魚介類漁獲量の激減や大規模な赤潮発生による養殖ノリの生産量の著しい

低下の原因を探るため、有明海をひとつの物質循環システムとして包括的に捉え、その変化過程の

全体像を体系的に明らかにすることを目的とした。 

＜結果＞ 

（1）環境と生物生産の中長期的な変化 

・有明海の富栄養化は 1960年代後半から 1970年代に急速に進行し、その要因の１つは有明海奥部の

干拓による流速減少である可能性が高いことが推定された。1990年代にはさらに濁りの減少や諌早

湾付近の環境変化が赤潮発生を助長したものと考えられる。 

・有明海の魚類漁獲量の多くは底棲の魚類であり、その減少傾向は海底付近の生息環境の悪化を示

唆している。減少要因としては、生息場の破壊や減少に加え、有明海中央部の産卵場から幼稚魚の

成育場となる湾奥部への移動経路の環境変化の影響も考えられる。 

（２）潮汐および季節終期の環境と生物生産の変化 

・小潮期に有明海中央部の塩分躍層の直上でクロロフィルａの極大が出現するなど大潮期と異なる

分布構造を示した。クロロフィルａのレベルは基本的に河川流入量により規定されるが、河川の

影響が少ない中央部では躍層以深からの栄養塩供給の影響が相対的に大きくなるため、濁りが減

少し鉛直成層が強化される小潮期に躍層直上でクロロフィルａの極大が形成されたと考えられる。 

・仔魚の初期餌料として重要なカイアシ類幼生の密度は湾奥表層で高く、特に梅雨明け（７月）の

小潮期にクロロフィルａの急増に対応して高密度となった。夏季の有明海中央部から奥部は仔魚

の餌環境として重要な役割を果たしているといえる。 

（３）二枚貝の減少に関与する生物種間の相互作用 

・スナモグリ類とアサリの生息密度が逆相関すること、二枚貝の食物もしくは稚貝がスナモグリの

巣にトラップされる可能性が指摘されている。炭素・窒素安定同位対比の分析により主要二枚貝

を含む干潟動物が海洋起源の植物プランクトンを栄養源とし、底棲微細藻類の寄与は相対的に低
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いことを明らかにした。植物プランクトンを巡る競合関係が二枚貝とスナモグリやアナジャコが

排他的に分布することの一因と示唆される。 

・トビエイ類、特にナルトビエイは二枚貝をほぼ専食しており、最近の二枚貝漁獲量の減少要因の

一つとして考えられる。 

・また、二枚貝の斃死が出水による塩分低下や浮泥堆積に影響を受けていることを指摘した。  

（４）環境ホルモン物質の生物影響 

・大牟田川河口で採捕したトビハゼの血中から高濃度のビテロジェニンが検出された。この海域の

底泥を用いてトビハゼを飼育したところ、その濃度は２００倍に増加した。河口干潟域の底泥に

環境ホルモン汚染が進行していることを示している。 




